















































































のなかで、後白河院に関連する人物の説話を中心に考察した。第一章では、後白河院が催した管絃場面をとりあげた。ここでは、妙音院師長や源資賢などが演奏者として登場し、史実と重なる箇所 、花山院公高のように未詳の人物が登場し、虚構と考えられる箇所があることを明らかにした。既存の説話の型を改変し、 『平家物語』のなかに取り込んだと考察した。第二章では、 「延慶本」に残される、建春門院と秘曲胡飲酒の舞についての説話を まず 胡飲酒は、多氏と源氏に み伝承される秘曲であることを確認した。また、胡飲酒を伝承していた多氏が殺害され、伝承が断絶してしまう事件起き、後に堀河院からの委託 受け 源雅実から多忠方 伝授が許され、再び多氏が伝承することとなった歴史を確認した。本説話
に、建春門院が登場するのは、権力者が芸




トには千手観音信仰が色濃く描かれており、後白河院の今様弟子としての康頼の印象が強いことを確認した。さ に厳島信仰や竜神信仰も描かれ、康頼と息子栄尊 水にまつわる伝承と関連があ 可能性があると考察した。第七章では、藤原成経が「長門本」で笛の名手とされていることに注目し、その芸能関係の事績について明らかにした。父成親は、当時を代表する音楽の名手師長など ともに 笛を演奏して る記録が『玉葉』に残されており、笛の上手であったと考えられる。さらに、成経の女兄弟である女性は、妙音院師長の室であり、箏 よく こ
、 『秦箏相承系図』により明らかになっ
成経自身も後白河院の安元御賀で舞を披露し、それが『建礼門院右京大夫集』に「光源氏の例も思ひ出でらるる」 称されていたことも明 か した。このように、成経は父や兄弟など芸能に秀でた者に囲ま 環境であったことを明らか した。特に父成親が笛 名手であったことから、それを「長門本」編者 取り入れた可能性が高いと考察した。
第Ⅱ部「平家ゆかりの人々の芸能」では、平家に関連する人物の説話を中心に考察し
た。第一章では、武家である平家が貴族化して く過程において、清盛ら 芸能を取り入れていく様子を確認した。 『伊都岐嶋千僧供養日記』には、清盛が 楽人 依頼し、厳島内侍にその芸を教えさせる様子が記されてい ことを明らか 。厳島内侍のの質が高かったことは、 『高倉院厳島御幸記』や『梁塵秘抄口伝集』にも残 れている。また、 「長門本」 「盛衰記」には、清盛が楽の名人を集め 代々の宝物楽器を弾かせた説話が残され、 『義経記』に 清盛の楽器に
まつわる伝承が残されている。これらのこと
から、清盛が楽器の名器を譲り受け、蒐集していたと人々から認識されていた、 いはその可能性がある人物として物語編者に捉えられていたと考察した。 ら 、重盛の子息維盛は 笛、付歌 舞に優れ、資盛は箏を修得し、 『箏相承系図』 師長 弟子とて記載され、その様子は武 というより雅な
貴公子のように、芸能の素養も身につけて
いたことを明らかにした。第二章では、 延慶本 残る、 盛の笛の秘曲説話 とりあげた。経盛が笛の秘曲を伝授 ていることや、後白河院 よる堀河院の報恩講供養経盛都落ちに際して 弟子への秘曲伝授などは、他の資料の確認はとれず、物語編者によって作り出されたも と推察される。しかし、演奏曲、伝授曲 つい は、秘曲として大切にされて ものであったことを明らかに 説話自体に 虚構部分を含みながらも、曲目が秘曲であることによって 臨場感を感じさせることができた 考察した。第三章では 経正の青山の琵琶説話 竹生島詣につ て考察した。第一節で 青山の琵琶説話の出典 つい 考察した。本説話は、 『十訓抄』 『文机談』など類話が多く見られるものである。 「延慶本」が『宝物集』を引用する際に、ある部分をそのまま抜き出すのではなく、そ 前後 ある説話も「延慶本」 なかに取り込み、改変 ていく特徴があることを確認した。それらの特徴を踏まえ、 を見 と、 『古事談』 本説話前後には、 「延慶本」との類似説話が多く配列され いる め 本説話の出典 『古事談』である可能性が高いことを明らかにした。第二節では 青山の琵琶説話の諸本を比較し「延慶本」 「長門本」 「盛衰記」の配列順が同じであるこ 「盛衰記」 増補記事が「覚
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その後『楽邦歌詠』のような講式練習用の抄出本が出てき のでは いかと考察した。また、本場面には、重 の極楽往生を願う 今様や朗詠も配列されており、これら 『順次往生講式』の思想と重なっているといえ
本講式は、説話構成に深く関わっているこ































て、楽人として、心 支え して た様子がうかがえ した。 『體源鈔』には、豊原統秋の楽人としての意識だけではなく、日蓮宗信者 して 信仰の がうかがえることを明らかにした。
